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現 声地 地から の

以前、私たち住民は、生活や炊事に必要な薪を
公共の森から伐採するので周辺の森林はどんどん
後退していました。薪を取るのに片道２時間以上
かかる様子を見て、日本から来たヒマラヤ保全協
会の人から公共の森の緑化再生の話をいただきま
した。当初あまり意味がわからないまま始めたも
のの、伐採後の土地に苗畑を建設し、苗を育成す
る技術を学び、継続して住民たちと植林を続ける技術を学び、継続して住民たちと植林を続けた
ところ今、村は青々とした森に戻り始めていま

す。住民の一人としてこの村を誇らしく嬉しく思
っています。また、苗畑は植林のためだけでな
く、同じくヒマラヤ保全協会から支援を受けて立
ち上げた「紙すき事業」や「織物事業」の原材料
の補充にも使っています。住民が技術研修を受け
る建物や必要資材、技術研修、マーケティング、
経営も学ぶ機会をいただいたので、今は資金の支
援を受けなくても自分たちの力で運営をするこ援を受けなくても自分たちの力で運営をすること
ができるようになりました。先に進んだ技術のあ
る国から得た支援のおかげで私たちは、山岳部に
住み続けながら収入が得られ、生活が豊かになっ
ていることにとても感謝しています。

サリジャ村
森林ユーザーズ
グループ会計、
苗畑員会メンバー
プラタップ・プンさん

私の名前はムナです。ち
ょうど今素材になるヒマラ
ヤジンチョウゲの収穫シー
ズンなので、村の住民が協
力して収穫し、紙すきをし
てノートブックを作ってい
ます。この仕事で私が得ら
れる収入のおかげで生活れる収入のおかげで生活が
とても楽になっています。
こうした支援をしてくださったヒマラヤ保
全協会の皆様に本当にありがとうとお伝えし
たいです。

サリジャ村ロクタペーパーワーカー
クマリ・プンさん

シャカムニ・プンさん

サリジャ村　ロクタペーパー生産者
ムナ・タパさんインタビュー

皆様の温かい支援が、ヒマラヤ山麓に送られ、
村人たちから感謝のメッセージが届きました！
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昨今の近隣の村の緑化再生事業を目の当たりに
して、我々レスパル村の住民も、自分たちの手で
苗木を育て森を再生することを切望していまし
た。ですからこの度のヒマラヤ保全協会のご支援
には、村民皆が感謝しています。技術のサポート
をいただき、おかげさまで早速、初年度から自分
たちで、4,000本近くの苗木を育てることができ
ました。これからもどんどん精を出して自分たました。これからもどんどん精を出して自分たち
の子供や孫のためにもたくさん学びたいと思いま
すので、どうぞ継続したご支援をいただけますよ
う村民を代表して心からお願い申し上げます。こ
の度は誠にありがとうございました。

レスパル苗畑管理委員会セクレタリー
ナーシング・ティリジャ・プンさん

今は、サリジャからポカラの方に来て織りを続
けています。はじめた当時は、道具も織り場もな
く大変でしたがは、ヒマラヤ保全協会が支援をし
てくれるようになってからは、織り場も作ってい
ただき、技術指導をしてくださったことで織り機
などの扱いにも慣れていって備品も揃って続ける
ことができました。立ち上げからのメンバーは途
中結婚したりして入れ替わりもありましたが、中結婚したりして入れ替わりもありましたが、教

えてもらった技術を皆で教えあったりと皆で支
えあいました。初めは数人で１つの機を使って
いましたが、今では、手に入れた現金収入で
各々が自分の機を家におけるほどまでになって
きています。
品質管理をしっかりと指導を受けたのち、品質管理をしっかりと指導を受けたのち、ポ
カラの女性団体へのマーケットのリンクもお世
話いただいたので、それが安定した販売ルート
となって、私たちは今、売れ残りを心配せずに
安心して織ることができるようになりました。
これらは偏にヒマラヤ保全協会のサポートこれらは偏にヒマラヤ保全協会のサポートの
おかげです。心から感謝していることをどうぞ
お伝えください。さらにIHC-JAPANの事務局
長が今、日本で生地のマーケットを探すと言っ
てくれています。私たちのおった生地が日本で
使っていただけるようになるのか、今後の展開
もとても楽しみにしています。

サリジャ織物事業
リーダー
ガンマヤ・
ガルブザ・プンさん

今、売り上げが上がっていて織り場はとても活
気付いています。現在8人で互いに家事や農耕機
の時間の合間を縫いながら交代で織り機を回して
います。
おった生地はポカラのWSDOにNRs.500／m
で販売しています。
日本のヒマラヤ保全協会からの支援を受けて日本のヒマラヤ保全協会からの支援を受けて、
刺草の仕事をやって山での生活で急に病気や怪
我、学費などの現金の出費をしなくてはならない
時、工面ができるようになりました。本当に助か
っており、支援いただいていることをとても感謝
しています。

サリジャ織物事業ワーカー
アサ・バルブザさん
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いましたが、蜜が取れるのは、年に１回で沢山
の蜂が死んだりしていて胸を痛めていました。
指導を受け導入した新型の巣箱にしてからは、
見たい時いつでも見たい場所を空けることがで
き、今は、年に３、４回も蜜が取り出せるよう
になりました。1年に１Lだったのが、今は、年
に１つの巣箱から3,4Lも取れるようになりまし
た。現在、始めた仲間でそれぞれ巣箱を７箱た。現在、始めた仲間でそれぞれ巣箱を７箱ほ
ど購入し、生産量を上げて販売できるようにし
ようと相談しあっているところです。ただ、近
隣の世帯から分けて欲しいという話がたくさん
来てるので、市場にまで回すのは難しいかもし
れません（笑）。こうした機会をくれたヒマラ
ヤ保全協会にとてもとてもありがとうと伝えた
いです。いです。

私は農家ですが、ヒマ
ラヤ保全協会からの支
援で養蜂技術研修を受
け今、２つの改良巣箱
を置いています。以前
古い形の巣箱を置いて

ベガ村養蜂事業農家
カァ・バハドル・プンさん

私は標高1500mのベガ
村の山岳部で農耕をしなが
ら、小学校教師の仕事をし
ています。ここのような山
岳部の農家は現金収入がな
いのが住民の悩みでした

いた形の原始的な巣箱で蜂を買ってはいました
が、蜜を取り出すときに蜂と格闘したり、逃げら
れたりと大変苦労していました。今、教えて頂い
た改良巣箱を使い始めたら、蜜の取り出しや天敵
になるクモのチェックなどが容易に出来、痒いと
ころに手がとどくようになり非常に満足していま
す。現在４箱まで増やし年に２回の花のシーズン
には2.５Lの蜜が取れるのですが、あまりにもには2.５Lの蜜が取れるのですが、あまりにも美
味しいので、家族で皆分け合ってすぐになくなっ
てしまい、申し訳ないのですが、お売りするまで
になっていません。（笑）　
今後はもっと箱を増やして販売できるようにな
りたいと考えています。今後もこうした素晴らし
い技術を私たちの村に教えて頂ける事を期待して
います。

た
く
さ
ん
の
蜜
が

詰
ま
ỳ
て
い
ま
す
！

が、2008年から、ヒマラヤ保全協会がこの村で
改良巣箱での新しい養蜂の技術を指導してくれた
ことがきっかけで十数軒の農家が養蜂を始めまし
た。私もその中の一人です。以前も丸太をくりぬ

ベガ村養蜂事業農家
ダン・クマール・ファガミさん

ベガ村養蜂事業農家
マン・バハドル・プンさん

えたことや使い勝手が良いことがわかりとても勉
強になりました。以前は年に1Lだったところ、今
は1.5Lを年に3回程採れています。村の中での需
要が高く売ることには事欠きません。このような
技術研修をしてくださったヒマラヤ保全協会に心
から感謝しています。

ヒマラヤ保全協会の指
導で始めた新しい巣箱
は、はじめどうかと思い
ましたが使い始めると何
よりも採れる蜜の量が増
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ヒマラヤ保全協会事務局長
戸田裕子

活動を振り返って

会報100号にあたり活動を振り返ると、私がヒマラヤ保全協
会での活動に関わらせていただいて来年で10年の月日が経つよ
うです。早いものです。東京で偶然に出会ったネパール人女性
から、カースト差別や男尊女卑で人生を謳歌できない女性がネ
パールには沢山いることを知ったのがきっかけでした。再びネ
パールで再会することを約束して彼女を訪ねて首都カトマンズ
の空港に初めて降り立ったのは、2004年4月22日でしたでしょ
うか。うか。
初めて足をつけたネパールで目にしたのは、動乱する国勢の

中で水、電気、ガスなどのインフラが整わず、何も当てにでき
ないその日暮らしの国民。純潔と不浄、 輪廻転生の中での過去
罪(カルマ) という概念で生身の人間が目の前であからさまに差
別されるカースト社会。中でも女性たちには社会からの様々な
圧力が集まっていました。
初渡航後も日本とネパール行き来する中で、「今やらずにし

ていつやる。私がやらなくて誰がやる」そう心の中から繰り返
し湧き立つ想いにふるい起こされて、縁あってJICAの青年海外
協力隊で再びネパールの第二の街、ポカラ市の女性技術開発プ
ロジェクトという団体に赴任してから、私の第二の人生が始ま
りました。少しづつ技術を手につけた女性たちが自分の作った
もので、わずかな現金を手にし、それを積み重ねた女性が、金
の耳飾りを買って嬉しそうに見せてくれたりそこでこれまでの耳飾りを買って嬉しそうに見せてくれたりそこでこれまで見
たことのない輝きや笑みを浮かべた女性を目の当たりにして、
私の命が初めて芽吹いたといっても過言ではありません。ヒマ
ラヤ保全協会を知ったのも、その頃でした。
ポカラでの女性技術支援活動から、現地の住民の生活、文

化、風習ばかりでなく、民族や言語の背景に隠される心象を読
み取りながらの草の根の視点の重要性を感じていました。その
頃、文化人類学者の川喜田二郎先生の、草の根の活動「アクシ

ョン＆リサーチ」を書かれた本に出会い、ひたすらに現地住民
に寄り添う国際協力の思想と、アカデミックな視点から活動を
分析検証する方法に興味を持ちました。ちょうど当時、植林事
業と並べて始めたばかりの女性の生活改善支援及び収入向上事
業立ち上げの技術指導をしないかと誘いを頂き、街を離れて、
初めて山の中に入りました。
そして私はだんだん、その美しい人々の笑みや輝きは、ヒそして私はだんだん、その美しい人々の笑みや輝きは、ヒマ

ラヤの荘厳な山山、森、木々、川、動物、太陽の輝き、染み渡
る雨、ドキドキさせられる雹、他、自然環境から受けている
日々の恵みと、その凜と人を突き返す厳しさの中で人々が積み
重ねてきたものがあってからこそ備わっていく美しさや輝きで
あること知りました。それまで、教科書やニュースで聞いてい
た「環境」という言葉を、本当の意味は知らなかったのも同然
でした。それから「環境の保全」活動に真剣に取り組みまでした。それから「環境の保全」活動に真剣に取り組みまし
た。こうして先代から受け継いできた当会の事業、植林事業か
ら収入向上事業まで、おかげさまで素晴らしい成果が出てきて
います。特に今回撮ったインタビューでそんなに期待していな
かった養蜂事業の取り組みでも、数年の月日を経て住民に大い
に喜ばれる成果が上がっていることが確認できてとても嬉しく
思うことと同時に、事業をするだけでなく、アカデミックな観
点からの分析と振り返りの重要性を感じました。点からの分析と振り返りの重要性を感じました。

私はヒマラヤ保全協会で2010年から経理と山岳部現場の
技術支援の仕事をさせて頂いております。これまでの植林事
業に引き続き、昨年度には新しくレスパル村への苗畑建設が
実現し、バランジャ村、ジーン村とともに、苗は順調に育
ち、バランジャ村では２万0,157本、ジーン村では1万
5,091本、そして新しく苗畑を建設したレスパル村で3,836
本合計で約４万本の苗を自分たちの苗畑から植林することが
できました。こうした地道な活動の継続は地元の住民にとできました。こうした地道な活動の継続は地元の住民にとっ
て大変意義深いことであることを昨今の活動から体感してき
ました。このような活動をご支援くださる日本のヒマラヤ保
全協会の皆様にとても感謝しております。いつも温かいご支
援を本当にありがとうございます！

ヒマラヤ保全協会
ネパールスタッフ：
経理

ルケシュ・
ティリジャ・プンさん

私は、ヒマラヤ保全協会で仕事を始めて15
年以上の月日が経ちます。この間苗畑の作り
方や沢山の種類の樹木の育苗、植樹をしてき
ました。今では、自分の村だけでなく、様々
な村の方にも信頼され、相談されるようにな
りました。今年度も、パルバット郡のレスパ
ル村に苗畑を新設することができ、３村合わ
せて約26ヘクタールに植樹する準備が整いせて約26ヘクタールに植樹する準備が整い順
調に作業を進めています。これからも現地の
地域おこしのために尽力したいと思っていま
す。これまでのヒマラヤ保全協会のご支援に
感謝しております。

ヒマラヤ保全協会
ネパールスタッフ：
フィールドスーパー
バイザー

チットラ・プンさん
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エゾヤチネズミによるカラマツ食害
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理事

栗田康二100号会報 を
振り
　返る
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グローバルフェスタに参加いたしました！

理事
佐久間雅俊

内国 活 動
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100円で1本の木をヒマラヤに植えよう！　ご支援お待ちしております！

※銀行振込みをご利用いただいた場合は、
ご氏名（ふりがな）とご住所を、e-mailに
てご連絡ください。
※国税庁より「認定NPO法人」として認可
されておりますので、皆様からのご寄付
は、税法上の特例措置の対象となります。

MES(マウンテンエコロジーツアー)開催決定！

みんなでパハール in 吉野！

務事 だより局
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